
富士見市鶴瀬地域公民館運営審議会議事録 

開 催 日 時 平成 28 年 4 月 13 日（水）午後 2 時 00 分～午後 3 時 30 分 

会     場 鶴瀬公民館 第１集会室 

出  席  者 世羅陽一郎・山川亜希子・田中聰行 

鶴瀬公民館長 （合計４名） 

欠  席  者 瀬戸 篤 

会 議 次 第 別紙のとおり 

会 議 資 料 別紙のとおり 

会 議 録 確 認 世羅陽一郎 

公 開･非 公 開 公開（傍聴人なし） 

              会  議  内  容 

 

○傍聴希望者がいないことを確認。 

（１）協議事項 

  ①平成２７年度鶴瀬公民館事業の評価について 

・鶴瀬公民館の以下の事業について、公民館長から事業目的、概要、成果とそ

の理由、課題、参加者の意見等を記入した事業報告を資料に基づく説明する。 

  

報告事業は、つるせ公民館だより、つるせ公民館まつり、公民館運営審議会

地区会議、文化活動支援事業(ホール活用事業、活用懇談会)、げんもりかん事

業、鶴瀬学級、子育て支援事業（おかあさんのハートフル time、おかあさんの

ほっと time）、"子育て学習支援事業（おかあさんのステップアップ講座）、子

育て学習支援事業（サポーター養成学習会）、子育て学習支援事業（小学生体験

教室）、子育て学習支援事業（子育てコーチング講座）、利用者懇談会、介護予

防事業（サロン）、介護予防事業（サポーター学習会・リハビリ支援）、わんぱ

く広場支援事業、市民生活講座、パソコン相談室、 地域及び利用団体活動支

援事業、公民館運営審議会全体会、第３４期富士見市民大学、平和憲法啓発事

業、子どもフェスティバル事業、地域自治シンポジウム、障がい者の学習機会

充実事業、サークル公開月間 となる。 

 

   この事業に対して、各委員よりそれぞれの事業に意見を出していただき、協議

をする。 

 

○主な意見 

・文化活動の支援事業では、今年度は補修工事があり、活動期間短縮の影響を受けた

が、新たな企画も加わり、若い人から熟年まで幅広い世代の参加により、ホールが十

分活用された。来年の活動に期待する。また、課題の危機管理には具体的な手を打ち、

問題が起きないよう準備に万全をお願いしたい。 

・平和憲法啓発事業では、ピースフェスティバルは平和の尊さを学び伝える為にも大

切なイベントである。また、この事業には新たな企画が加わったり、若い世代の参加



があり良いが、参加人数に停滞感が感じられ、多くの市民の参加を促す方法に工夫が

必要であると感じる。ぜひ HP などで PR するよう検討していただきたい。 

・地域自治シンポジウムでは 4 地域の活動報告があり、公民館の関わり、地域の大

人と子供達の交流、そして子供達の後継者育成と引継ぎが上手にできていることに 

感心させられた。今回は子供をテーマにしたことで、報告内容がよくまとまっていた

し、前年度の課題にも対処できた点は大いに評価できる。 

・公民館まつりは、3,500 人の来館者で賑わい、館と利用者と地域の方の輪を広げる

ことができた。各実行委員による盛り上げと職員の努力で事業をこなしているが、そ

こには人材不足、高齢化等の課題もあると思う。この事業を継続して、交流の場が地

域の大きな輪になることを期待する。 

・市民大学は、12 講座、60 回を数える市民が作った市民のための講座です。運営側

のスタッフ不足が気になりますが、地域の人材を開拓していただきたい。幅広い学習

の機会の提供に今後も期待する。 

・子どもフェスティバルは、長い期間をかけて準備をしたのに、中止になってしまっ

たのは残念でしたが、そこから見えてくる課題もあったかと思うので、次回に生かし

てほしいと思う。また、子ども会育成会連合会の不参加については、とても残念に思

う。 

・子育て講座は、テーマを少しずつ変えながら、お母さんたちの悩みが少しでも解消

されるよう、継続していってほしい。 

・市民生活講座では、新たに立上げたサークル等もあり良いので、今後の活動に期待

したい。但し、地域住民が期待している講座によって参加人数に変化が見られるよう

だ。従って、必要な講座の情報収集と展開方法(PR や広報等)に一工夫が必要である。 

・戦争体験を聞く取り組みでは、小学生に戦争体験の話を通して命の大切さを理解し

てもらうことは重要な事なので継続してください。しかし、この 2 年間 11 校すべて

が同じ期間内に行なわれていないとの報告があるため、活動期間を明確にして、対応

できるように願う。例えば、学校への通知を早めるか活動期間を長くするなど。 

・利用者懇談会は、利用者と職員と公運審による懇談で、施設や利用上の問題点を話

す機会が多くなる。利用者の悩みは多岐にわたる問題だが、地域の友愛の輪をもって、

まちづくりの一助にしてほしい。 

・子育てステップアップ講座は、参加人数も多く、毎年内容の濃い企画が行われてい

るように思う。市民人材バンク等を利用し、さらに幅を広げていってほしい。 

・高齢者のサロンに足を運ぶことで、同世代の仲間ができ、そこでの交流が、生きが

いへとつながっているように思う。今後も継続していってほしい。 

 

以上の意見を踏まえ、結果を最終的にシートにまとめ、報告することで確認した。 

 

   以上 

 

 


